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第一工科大学　４年
環境エネルギー工学科

伊集院　兼節
か ね と も

さん

　
東
京
に
本
社
が
あ
る
ゼ

ネ
コ
ン
か
ら
内
定
を
い
た

だ
い
た
。
私
が
土
木
関
係

に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学

３
年
生
の
秋
ご
ろ
だ
っ
た
。

　
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か

り
の
こ
ろ
は
、
就
職
に
つ

い
て
深
く
考
え
も
し
な

か
っ
た
が
、
３
年
生
に
な

る
と
就
職
に
関
す
る
講
義

が
増
え
、
就
活
の
空
気
が

漂
い
始
め
た
。
そ
の
中
で

就
職
担
当
の
先
生
か
ら
、

ゼ
ネ
コ
ン
で
働
く
あ
る
先

輩
の
話
を
聞
い
た
。

　
は
じ
め
は
あ
ま
り
関
心

が
な
か
っ
た
が
「
こ
の
道

に
進
ん
で
み
た
い
」
と
思

え
る
瞬
間
が
あ
っ
た
。
も

う
一
回
話
を
聞
く
た
め
に
、

改
め
て
そ
の
先
生
の
も
と

に
向
か
う
と
、
先
生
は
先

輩
本
人
に
電
話
で
連
絡
も

取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
実
際
に
土
木
技
術
者
の

仕
事
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
強
く
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
す
ぐ
に
行
動
に
移
り
、

そ
の
時
期
で
も
行
わ
れ
て

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ

ー
ン
に
申
し
込
ん
だ
。
受

け
る
中
で
「
半
永
久
的
に

残
る
も
の
、
人
々
に
安
心

安
全
な
暮
ら
し
を
提
供

で
き
る
」
な
ど
の
言
葉
に

感
銘
を
受
け
、
こ
の
道
に

進
み
た
い
と
考
え
た
。
そ

れ
か
ら
２
カ
月
経
た
な
い

う
ち
に
内
定
を
い
た
だ
い

た
。

　
あ
の
瞬
間
、
先
生
の
話

を
聞
き
に
行
か
な
か
っ
た

ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け

な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と

怖
く
な
る
し
、
勇
気
を

も
っ
て
飛
び
込
ん
で
み
る

大
切
さ
を
感
じ
た
。
今
は

同
じ
業
界
に
進
む
友
人
と

２
級
施
工
管
理
技
士
の
勉

強
を
し
て
い
る
。
覚
え
る

こ
と
に
大
変
さ
を
感
じ
る

瞬
間
も
あ
る
が
、
自
分
が

関
わ
っ
た
建
設
物
が
人
々

の
役
に
経
つ
瞬
間
が
あ
る

の
だ
と
考
え
る
と
、
勉
強

に
も
や
る
気
が
湧
い
て
く

る
。
人
々
に
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
提
供
し
、
笑
顔

を
与
え
ら
れ
る
土
木
技
術

者
に
な
る
た
め
、
努
力
し

続
け
る
つ
も
り
だ
。
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重機の試乗を楽しむ生

徒＝長島町の鷹巣中学

校
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志
布
志
市
は
７
日
午
前
９

時
か
ら
、
同
市
の
有
明
総
合

体
育
館
で
就
職
合
同
説
明
会

を
開
催
す
る
。
市
内
で
就
職

を
希
望
す
る
高
校
生
や
大
学

生
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
な
ど

が
対
象
で
、
参
加
費
は
無
料

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）
。

保
護
者
だ
け
の
参
加
も
で
き

る
。

　
鹿
児
島
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
隅
と
の
共
催
で
開

く
説
明
会
。
建
設
業
や
製
造

業
な
ど

社
が
出
展
し
、
会

社
概
要
や
仕
事
内
容
な
ど
を

説
明
す
る
。
時
間
は
午
後


時

分
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
港
湾
商

工
課
企
業
立
地
推
進
係
・
商

工
振
興
係
（
☎
０
９
９
・
４

７
２
・
１
１
１
１
）
ま
で
。

　
主
な
出
展
企
業
は
次
の
通

り
。

　
さ
く
ら
電
機
産
業
　
マ
ル

エ
ー
フ
ェ
リ
ー
　
鹿
児
島
相

互
信
用
金
庫
　
鹿
児
島
銀
行

池
﨑
建
設
　
コ
バ
ル
ト
技
建

Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
鹿
児
島

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
　
ト
ヨ
タ
カ
ロ

ー
ラ
鹿
児
島
　
阿
部
商
事
　

外
山
木
材
　
西
日
本
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
　
九
州
昭
和
産

業
　
Ｉ
・
フ
ィ
ー
ド
　
南
光

志
布
志
工
場
　
帝
国
倉
庫
運

輸
　
鹿
児
島
海
陸
運
送
　
さ

か
う
え
　
上
組
志
布
志
支
店

山
下
回
漕
店
　
鹿
児
島
商
運

組
　
志
布
志
東
洋
埠
頭
　
日

本
通
運
志
布
志
営
業
所
　
鹿

児
島
荷
役
海
陸
運
輸
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国
土
交
通
省
と
建
設
産

業
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協

議
会
（
事
務
局
・
建
設
業

振
興
基
金
）
は
、
毎
年
恒
例

の
建
設
産
業
従
事
者
を
対

象
と
し
た
「
私
た
ち
の
主
張
」

と
工
業
系
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
高
校
生
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
応
募
を

受
け
付
け
て
い
る
。
締
め
切

り
は
い
ず
れ
も

日
ま
で
。

県
内
で
は
県
建
設
業
協
会

人
材
育
成
対
策
室
が
窓
口
と

な
り
、

日
ま
で
受
け
付
け

る
。

　
私
た
ち
の

主
張
の
応
募

テ

ー

マ

は

「
次
世
代
に

伝
え
た
い
建

設
産
業
の
魅

力
と
誇
り
」

ま
た
は
「
建

設

産

業

を

通
じ
て
感
じ

た
自
身
の
成

長
」
。
文
字

数
は
１
６
０

０
～
２
０
０

０
字
と
す
る
。

　
高
校
生
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
建
設
産
業
」

ま
た
は
「
私
が
描
く
建
設
産

業
の
未
来
」
が
テ
ー
マ
。
文

字
数
は
１
０
０
０
～
１
２
０

０
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
応
募
作
品
は
、
国
土
交
通

省
に
設
置
す
る
優
秀
作
選

考
委
員
会
で
審
査
。
国
交
大

臣
賞
（
各
１
人
程
度
）
の
ほ

か
、
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
賞
（
各
２
人
程
度
）
、

優
秀
賞
（
一
般
５
人
程
度
、

高
校
生

人
程
度
）
を
選

考
し
、

月
ご
ろ
に
公
表
す

る
。

　
応
募
先
、
問
い
合
わ
せ
は
、

建
協
人
材
育
成
対
策
室
（
☎

０
９
９
・
２
３
０
・
０
０
８

１
）
、
ま
た
は
同
基
金
経
営

基
盤
整
備
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
・
５
４
７
３
・
４

５
７
２
）
ま
で
。

　
国
土
交
通
省
と
県
は
、
６

月
の
土
砂
災
害
防
止
月
間
の

一
環
で
、
県
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
「
土
砂
災
害
防

止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
」

を
募
集
す
る
。
期
間
は
９
月


日
ま
で
。

　
同
月
間
に
ち
な
ん
だ
毎
年

恒
例
の
取
り
組
み
。
各
部
門

で
土
砂
災
害
や
そ
の
防
止
対

策
に
関
係
す
る
も
の
を
求
め

る
。

　
「
絵
画
の
部
」
は
、
種
類

（
絵
画
、
版
画
、
貼
り
絵
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
）
や
サ
イ
ズ
、

表
現
方
法
（
絵
の
具
、
パ
ス
、

版
形
式
な
ど
）
は
自
由
。「
作

文
の
部
」
は
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
で
小
学
１
～

３
年
生
は
２
～
３
枚
（
８
０

０
～
１
２
０
０
字
）
、
同
４

～
６
年
生
は
３
～
４
枚
（
１

２
０
０
～
１
６
０
０
字
）
、

中
学
生
は
４
～
５
枚
（
１
６

０
０
～
２
０
０
０
字
）
と

す
る
。

　
入
賞
者
は
、
各
部
門
別

（
最
優
秀
賞
各
１
点
以
内
、

優
秀
賞
各
２
点
以
内
）
に
選

定
。
結
果
は
２
０
２
３
年
２

月
ご
ろ
ま
で
に
所
属
の
学
校

に
通
知
す
る
。

　
県
建
設
業
協

会

出

水

支

部

（
春
田
勝
俊
支

部
長
）
と
県
建

設
業
青
年
部
会

出
水
支
部
（
増

田
公
二
支
部
長
）

は
５
月

日
、

長
島
町
の
鷹
巣

中
学
校
な
ど
で

３
年
生

人
を
対
象
に
出
前

講
座
を
開
い
た
。
会
員
か
ら


人
が
参
加
し
、
測
量
や
重

機
体
験
な
ど
を
通
し
て
建
設

業
の
魅
力
を
伝
え
た
。

　
同
日
は
、
浜
畑
組
が
施
工

す
る
総
合
運
動
公
園
造
成

現
場
を
見
学
し
た
あ
と
、
生

徒
ら
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
の

重
機
試
乗
や
測
量
機
を
用
い

た
平
面
測
量
な
ど
を
体
験
し

た
。

　
造
成
現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
現

場
か
ら
発
生
し
た
土
砂
や
石

が
他
現
場
で
再
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
説
明
。
測
量

体
験
で
は
、
測
量
機
で
ポ
イ

ン
ト
を
測
定
し
校
庭
に
文
字

を
作
成
。
生
徒
は
楽
し
み
な

が
ら
、
建
設
業
の
仕
事
に
触

れ
た
。

　
増
田
支
部
長
は
「
重
機
体

験
な
ど
を
通
し
て
、
少
し
で

も
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　
参
加
企
業
は
次
の
通
り
。

　
川
床
石
油
設
備
工
業
　
飯

尾
建
設
　
田
渕
組
　
小
田
原

建
設
　
小
田
平
建
設
　
平
田

建
設
　
春
田
建
設
　
浜
畑
組

大
塚
建
設
　
田
頭
建
設
　
協

力
＝
長
崎
産
業
（
砂
な
ど
の

資
材
提
供
）

yasuh
タイプライタ
鹿児島建設新聞　令和４年６月３日掲載


